
京大物健勿理研究グJレープの眉介

うに思 わ れ る ｡ス ピ ン系 が 自由度 の鳩 られた取通 いの比夜的容易 な系で ある為

に,偶 々 この分野 が主 た る清隆 の場 とな J,た :封で あろ う.現在 は=,尋常穏和塊象

(anomalous diff-LISion'･iiffuse collectivemodet5- 8lopply

spln Wave )a)頑■明お よび諸 々の非韓 塾頭 象 を.包括 和 二理解 する新 しい Fra-

mew･ork を確立 す ることに努 め てお られ るO助手 の川崎 は反 強磁 性体 の低温 に

おけ る吸収裡 巾の併発に は じまり徐 々に非採型項 東一般 に嘩味 が移 って きた ∩

最近 d.)東光であ る非譲型樟積率 の通論 は Kubo 公式 で 拘蓮感 を してい る感 じで

物 理 の面 白 さ よりもダイヤ グラムを書 くことを栗 しんでい る よ うだ ｡ Sloppy

sp_in rVVaveの明 電は ｢も う終 りた｣と言 い,Yか らい まだに 止めていな い O 大

学院生 の蔵本 由紀 岩 (D.0.∠ )は熱 力学 府考事 に ,f=ん能で,古典 系におけ る

ゆ らぎ の非議塾効 果 にフ いて, ′1次元 ス ピン新 二嘉=ナる熱 盤 乱｣ニよる壊 し』モー

ド東庄 の現 養 童等 の 仕事があ り,近来 の Tomita 新 に は珍 ら一し く古墳素 の好

き巧･御 仁 で あ るが,鼓 Crは-乾 して･liqをHe に と りくんで い る ｡ 富田博之君

(班.C.∠)は富が ワ冠 で あ る点 か h･ead と違 う,友人で磁 気共鳴実戒 をや っ

ている久保君 と粥 ∠針 KuDO-Tc'mita を尊 くJIJた とは りき ってい るoj加 二親

脊1-=iの川 崎硝子氏 ,蔵 気援 和 の･一･滝壷 に基 いて - O二次元良庵体 {･jl磁気共鳴吸

Ij又成型, 桂1陸十戒乱新 鹿 請か三次 元物 音ご甜伺/よる点 で或 るか を藍点に定 量,i,,]

な仕 事 を し, まとめ つつあ る O 東夷 は不端物 ス ピ ンの入 った場 合 の幼帝涙韓 に

増床 王も っているO 淫舜 沢民 は当研究 室 草素後学菰奨 励生 とな り,研-̂jLtI責 とし

て当離 </'::I-,)了グルー プに鴎 しているo ESR ln Donor Pall.Sの研究を発表 し

た塩花 hbt electr口n 等強 電,磁場 下 制 覇透適 泉.-･.･'ilニ非適塾 な嶺 舞について

一 見識 を も ってい るO
(川崎辰夫 記 )

鮫 原 研 究 室

敦愛 校 慮 武 生

05 吉 光 浩 二 , 金 吾 敏 人

D ∠ 植 山 家 ,兼 用 義昭
D l 市 古 修 身

-21ロー

独



抄

京大吻建物理研究グループの紹介

戎夕の研究室は現在桧原教授お よび6人の大学生院 よりな ってお り,各 自そ

の興味己 よって,い くつかの研究 グループ (或は特定のテーマの●ゼ ミ)に属 し

ているO学生の奨味は個 々別 々で痔に.一つの 目的に organize-されていない O

最近革研究室 で興味 を持たれて来た問題は大体次 の様 なものであるO

(1) ラ ンダム系,痔に 工mpuriもy conductioll

121 相転移,特に強誘電体,分子性結晶

(3ト 生体高分子,痔に Dynamicalな性質

14) 磁 性,痔 に金属,合金

汁)では塵近 Random Spin System の取扱いも考 えられてお り, (.21では薫誘

電嫁 の相転移 の観′痛お よび転移点近傍での Dyna皿ical性質,固体水素等の相

転移 などが取上げ られ,113)では, DNA･a-helix な どの Dynamical な塵

賓に嘆味かあ り,前者はtl)とも南係 して Randonnessにも異 境 をもたれてい

るO潮 は金属 ｡合金の良性の基本的鯛題 0)勉盛(D段.膳 である｡

(文責 吉 光)

物 性 建 論 長 谷 川 明 光 至

スタッフ 長谷川 洋 , 小 川 泰

-D.C. 秋 元 嘩 - , 佐′マ輯 友乎

小山 愛一郎

光吻性 を蓮論面から軸拓 してゆ くという方針 をたてて 5年前に発足しましたO

鼓 研はスタ ッフ 1,DClとい う小人数で旭研究室に合流 していましたが,令

年 あた りか ら完全に独立した体制にな りました｡研究方針 としては,短期的 に

は,半導体 やイオ ン結晶のさまざまな問題 を取 り上げて MC,DC 初期の学生

諸君 と片掛 けてゆ き,長動和 二は ｢戚起子礎 請の reviSe｣を一応の自選に掲

げています ｡ (も っと大きな構想 をと考えていますが ,現在はまた漠然 とした

ものです (,)

研究のスタイル としては何か と東大物性研の豊沢先生 のところを模範に と思

ってやっています o ｢固体光学 スペ ク トルに塊れ る局在性 とバ ン ド性｣や ｢ラ
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